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ベトナム市場における木目調粉体塗装の展開と今後の可能性
戸﨑　寿人 *

トピックス

　近年、ベトナム市場では建築・内装・外装分野を中
心に、木目調仕上げの需要が年々拡大しております。
特にアルミ材やスチール材への木目調塗装は、高級感
や意匠性を演出できることから、商業施設・ホテル・
リゾート・高級住宅などを中心に採用が増加しており
ます。
　弊社ベトナム工場である VIETNAM SUCCESS 社
においても、昨年度より木目調粉体塗装の展開を開始
し、市場調査および顧客提案活動を進めております。
現時点での実績は 3 案件ではありますが、既に 1 案件
は量産展開済みであり、残る 2 案件についても現在評
価試験が進行中です。ベトナム市場においても、今後
さらに木目調塗装の需要が拡大していくものと期待し
ております。
　現在、ベトナム国内で木目調塗装の採用が多い用途
としては、以下のような分野が挙げられます。
　• 建築用アルミ材（窓・ドア・ルーバー等）
　• 天井パネル
　• 壁面装飾パネル
　• 外装ファサード
　• 商業施設・ホテル向け内装部材
　• ヴィラ・リゾート向け装飾材
　また、弊社以外でも、空港・ショッピングモール・
ホテル・高級マンション・カフェ・レストラン・学校・
病院など、幅広い建築用途で木目調塗装の採用が進ん

*	戸﨑産業株式会社　代表取締役

でおります。
　ベトナムでは木目デザインに対する嗜好性が非常に
高く、天然木の持つ温かみや高級感を求める文化的背
景があります。一方で、天然木はコスト・耐久性・メ
ンテナンス性・環境負荷などの課題も抱えており、そ
の代替材料として木目調塗装への置き換えが進行して
おります。
　特に粉体塗装による木目調仕上げは、環境配慮型塗
装仕様として大きな優位性を持っています。粉体塗装
は VOC（揮発性有機化合物）の発生がなく CO2 削減
にも大きな効果があります。また、溶剤塗装と比較し
て環境負荷低減に大きく貢献できる塗装方式であり、
さらに、天然木を使用しないことにより森林伐採抑制
にも寄与し、素材としてアルミ材を使用することで高
いリサイクル性も確保できます。
　このように、木目調粉体塗装は「意匠性」と「環境
性能」を両立できる次世代型の建材仕様として、今後
さらに注目されていくものと考えております。
　一方、ベトナム市場ではローカル塗装企業による低
価格品も多く流通しており、価格競争は非常に厳しい
状況です。特にローカル企業の多くは「AAMA 保証
無し仕様」であるため、弊社では高耐候性能を差別化
ポイントとしております。
　現在、弊社ではベースに AkzoNobel 社の高耐候ポ
リエステル粉体塗料を塗った上に木目調フィルムを転

写真１　3,000 時間塩水噴霧試験の結果
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写する工法の高耐候木目調仕様について評価を進めて
おり、AAMA2604 相当（20 年保証クラス）への対応
を視野に入れております。耐久試験においても、塩水
噴霧試験基準 2,500 時間に対し、既に 3,000 時間のテ
ストを完了しており写真１のように良好な結果を得て
おります。
　また、顧客からは AAMA 保証無し仕様から、
AAMA2603（10年保証）およびAAMA2604（20年保証）
へのグレードアップ要望も出始めております。特に政
府系公共工事や空港案件などでは、高級感に加えて高
耐久・長寿命仕様が重視される傾向が強く、今後の市
場拡大が期待されます。
　さらに、弊社工法の大きな特徴として、現行の粉体
塗装設備を活用できる点が挙げられます。他社で採用
されているような特殊焼付乾燥炉や大規模設備改造を
必要とせず、既存ラインを活用した展開が可能である
ため、新規設備投資や設備償却費の負担を大幅に抑制
できます。
　これは既に粉体塗装ラインを保有している企業に
とって非常に導入しやすく、新たな付加価値製品とし
て展開可能な工法であると考えております。
　ベトナムでは今後も都市開発・リゾート開発・イン
フラ整備が継続すると予想されております。その中で、

木目調粉体塗装は「高意匠」「高耐久」「環境配慮」を
兼ね備えた塗装技術として、さらなる普及が期待され
ます。
　VIETNAM SUCCESS 社としても、今後は高耐候グ
レードを中心に、ベトナム市場における木目調粉体塗
装の普及拡大と、環境負荷低減に貢献していきたいと
考えております。
　また、この木目調粉体塗装工法については、ベトナ
ム工場での展開のみならず、日本国内市場への展開も
視野に入れ、本社においても導入を進めております。
　その取り組みの一環として、昨年 12 月に東京ビッ
グサイトで開催されたエコプロ 2025 に初出展し、木
目調粉体塗装をはじめとした環境配慮型塗装技術を紹
介いたしました（写真２）。
　展示会では、「天然木の代替としての意匠性」「VOC
及び CO2 削減」「アルミ素材による高いリサイクル性」

「粉体塗装による環境負荷低減」などに対して高い関
心を頂き、来場者から非常に好評を得ることができま
した。
　また、展示会出展後には複数の引き合いも頂いてお
り、日本国内においても環境配慮型木目調塗装への
ニーズの高まりを実感しております。
　近年、日本国内においても SDGs やカーボンニュー
トラル（CN）への対応要求が急速に高まっており、
建材・建築分野においても環境配慮型材料への転換が
求められております。
　その中で、木目調粉体塗装は、天然木使用量の低減
による森林資源保護、VOC 及び CO2 削減による環境
負荷低減、さらにアルミ材活用による高いリサイクル
性など、多面的な環境価値を有する塗装仕様として注
目されつつあります。
　また、粉体塗装は塗着効率にも優れ、廃棄物低減に
も寄与できることから、今後の SDGs・カーボンニュー
トラル対応型塗装技術の一つとして、更なる市場拡大
が期待されます。
　今後は、ベトナム市場で培った木目調塗装技術と高
耐候仕様のノウハウを活かし、日本国内においても高
付加価値・環境対応型塗装として展開を進めていきた
いと考えております。写真２　エコプロ 2025 での出展

写真３　AN KHANG 薬局
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写真４　GIA BINH 空港 サンプル（右図はイメージ）

写真５　用途例（1）
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写真６　用途例（2）

写真７　戸﨑産業での屋外暴露試験　6 ヶ月経過異常なし（右下 2 点）




